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国際貿易の純粋理論における

2つの安定条件について

井上貴

I はじめ に

照

経済体系の安定条件は，経済学の理論的分析においてきわめて重要な役割を果たす

ことは，今さら言うまでもない。比較静学分析において得られる結論は，その安定条

件を用いて得られるものである。とくに 2国2財からなる国際貿易論において最も

よく知られている安定条件は，マーシャル・ラーナ一条件である。国際貿易論におけ

る比較静学分析において得られる結論は， このマーシャル・ラーナ一条件に依存して

いる。

ところで，輸入需要は，輸入財の国内における超過需要であることから，輸入財に

対する需要を代替効果と所得効果によって，輸入財の供給をその供給弾力性によって

表わしてマーシヤル・ラーナ一条件に対する代替的な安定条件 (analternative stabi-

lity condition)を導出し，貿易均衡の安定性について検討されることも少なくない。

これら 2つの代替的な安定条件は， ワノレラス法則により 2つの財のうちの 1つの

財の市場均衡の近傍においてその財の超過需要が，その財の相対価格が減少(上昇〉

すれば増加(減少〉するという仮定より得られるものである。すなわち，ある財の世

界市場における超過需要がその財の相対価格の減少関数であるということの必要十分

条件が，マーシャル・ラーナ一条件であり，またマーシャル・ラーナ一条件と代替的

な安定条件である。したがって，マーシャル・ラーナ一条件とその代替的な安定条件

(1) Amano， A [lJ pp 39-44， Cave， R. E.. and R. W Jones [2J pp. 495-497.. [3J pp. 

492-494，天野明弘 [lJ pp..30-35 
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とは同値であることは，明らかである。

しかしながら，国際貿易の純粋理論における多くの安定条件についての研究では，

需要面における代替効果と所得効果および国内生産面における代替効果についての周

知の性質を用いることによってマーシャル・ラーナ一条件とその代替的な安定条件と

がどのように関係しているのかについてはあまり検討されていないように思われる。

このノートの目的は，消費者および生産者についての伝統的な行動仮説より得られた

結果を用いてこれらの 2つの代替的な安定条件が同値であることを示すことである。

II マーシャル・ラーナ一条件と代替的安定条件

この節においては，マーシャル・ラーナ一条件とその代替的な安定条件について簡

単に説明する。伝統的な 2国2財の貿易モデルを用いる。自国は第 1財を輸出し，第

2財を輸入するとする。ワルラス法則により，第 2財の市場について分析する。貿易

均衡が小域において安定であるための必要十分条件は，

dWaDi-X2-X;) 
(l)dρ<0  

である。ただし，D2Wnは，自国(外国〉における第 2財に対する需要量， x2(xi)は，

自国(外国〉における第 2財の供給量， ρは，第 2財の相対価格である。

いま，M = D2-X2， M* = D!-xiとおくと外国における予算制約式より

(2) M* =ρ(xi-Di) 

を得る。ただし，Diおよびxiは，それぞれ，外国における第 1財に対する需要量お

よび第 1財の供給還を示す。(1成は，

d(Mーヰ)
(3) -dρ~<O 

となる。ここで，自国および外国のオッファー・カーの弾力性を， εおよび♂によっ

て定義する。すなわち，

(2) 本節は， Caves， R E.. and R W. Jones， [2] pp..490-497， [3] pp. 484-494，に多くを

負っている。
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第58巻 第3号 642 

M ~* _ M* 
(4) ε=一一 ε =一了

ρρ  

ただし，ある変数上のノ、ット( )比その変数の変化率を示す。 (egドラ子)
(3)式より， (4)式を考慮すると， (5)式を得る。

(5) c+c*一1> 0 

これが，マーシャル・ラーナ一条件である。

次に，代替的な安定条件を導出しよう。(1)式により(6)式を得る。

/ρ dD2 ¥ ， m ( ρ dDn 
(6) 一一一一一l一 一一一1+一一一一一l一一一一一一lD2+m  ¥ D2 dρj' D2+m¥ m d，ρ/ 

+~(ρ dX2 ¥， xi (ρ dxi¥¥ 一一一一一・一'---:~" J-t-一一一一一一一一一一.、
x2+xi¥X2 dρj ， x2+xi¥xi dp j " 

ここで， (7)式において示されているような自国における第 2財に対する需要関数に

ついて考える。

(7) D2 = D2(ρ，y) 

ただし .yは実質所得である。

実質所得の変化は， (8)式によって与えられる。

(8) dy = -Mdρ 

(7)および(8)式より (9)式を得る。

dD2 OD2 M 
(9) ~=一一二一 ぬ

d ρ 3 ρ ρ  

合D2 ，.-.-， 6 r-:;:=:t)..，....l.，， 1J，...， l:r!:t-I) R-4-n-..17B EB ，'llJJ.i'tt'.ML.. 6~，~ "? aD ただし， α ρ $yιで， α2は，自国における第 2財の限界消費性向である。一事Lは，

第 2財に対する需要の純粋代替項を示し負である。 (9)式より帥式を得る。

(ω ーよ辺主 =ai.+(主コ斗
D2 db ¥ D2 J 

POD2 _..，.，，， ... 0 ，.~ ただし，ah ==一一一一主である さら~:: e2を(11)式のように定義する。D
2
a.ρ 。」

(3) Caves， R. E. and R W. Jones， [2] pp.491-492， [3] pp.485-486.小宮隆太郎・天野明

弘 [8]pp..89-90脚注(]8)。
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ρ dX2 
(11) e2 = τ ァ

X2 ap 

-97-

これは，自国における第 2財の供給弾力性を示す。同様な結果は，外国においても

得られる。したがって， (6)式は， (12)式となる。

(]2) 

f )、..* 
一一三竺ー.ãÍ2+一一笠ムー.w~+ー」L-ze2+ー~e;
D2十 D~~"' D2+ D~~" ， x2+.d "" ， X2+ xi 

>一旦→(ai-α2)
Lh十m

これが，マーシャル・ラーナ一条件に対する代替的な安定条件である。この条件は，

マーシャル・ラーナ一条件よりもいくつかの点において貿易均衡の安定性の特徴につ

いて明らかにすることができる。

III マーシャル・ラーナ一条件と代替的な安定条件の同値

本節の目的は， (5)式と(]2)式とが同値であることを，消費者および生産者についての

伝統的な行動仮説より得られた結果を用いて示すことである。

金璽 貿易均衡がその近傍において安定であるための必要十分条件である(5)式と(]2)式

とは同値である。

〈証明 1) (1)式と(5)式とが同値であり， (1)式と(]2)式とが同備である。したがって， (5) 

式と(]2)式とが同値である。 Q E..D 

(証明 2) 自国の輸入需要の価格弾力性(あるいは，オッファー・カーブの弾力性〉

(ε)は，次のように表現することができる。

(]3)ε=手+m+e

た だ し ， ド 一 会 勢，m α2，e =会??である。手，mおよび叫それぞれ，

輸入需要の純粋代替項，限界輸入性向および輸入財の供給弾力性を示す。外国につい

ても同様な関係式が成立する。

( 4) Amano， A ot at.. pp..42-44， Caves， R E and R W. Jones， [2J pp. 496-497， [3J 

pp 493-494，天野明弘 otcil pp..33-35. 

(5) Caves， R E.. and R W. Jones [2J pp.493-494， [3J pp.487-489， R W. Jones [5J pp 
200-201 
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(1時

ただし，

第 58巻 第 3号

ε*=fj*+mホ+♂

fj* = ρam ...* _ am ホ -ill主1dxi であるo
q 一耳石百五， m. = aY' e. = jjホ耳石/p)

定義より， 自国については，

(15) 
M _ X2 

ω 万戸，e = ite2 

が成立する。外国については， ãï~ および d は，

(16) 
対 ρ aD2 _*ρ dxi 
ω2--D2 ap'ι2孟ヲidP

644 

であるので， C52とfおよび♂と e.*との関係を調べることが必要!で、ある。需要にお
(6) 

ける代替効果については，次のような関係が成立している。

am ， ，aD2 V~l +ρ U~2 = 0 
oρ3ρ (1り

よって，

(18) 
六*ー ρ aD2 1 am _ M* ホ M =* 
ω2一一万fap -D2 ap -PD2 f/ 一万戸

となる。最後の等式は，貿易収支の均衡式 M*ェ ρMを用いて得られる。生産構造の

性質より

(1功 dxi+ρdxi = 0 

という関係式が成立する。よって，

(20) ♂一旦並l~ ρdxi _ xi ~* 
M* 立百五T--M冨万 7.r::

この場合も最後の等式を得るために，貿易収支の均衡式が用いられている。

次に所得効果については，次のとおりである。自国における第2財は輸入財である

ので， のが限界輸入性向である。

(21) α2 = m 

第 2財は，外国では輸出財であるから d とm*との関係は，

( 6 ) Hicks， J R. [4] pp.. 309-311 (安井琢磨・熊谷尚夫訳，数学附録 pp9-13)， McKenzie， 

L [6] p 188等。

(7) Caves， R E. and R W. Jones， [2] p. 492， [3] p 486等。
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(22)αi 1-m* 

となる。

-99-

そこで，代替的安定条件(12)式に， (15)， (18)，側， (21)および(22)式を代入すると次のよう

な関係式を得る。

(23) 

D2 (M  _~ ¥ ， m (M  _~* ¥， X2 (M λ 
一 一 一一一一D2+m¥D2

マJ'Dam¥m マ J' x2+xi¥X2 ~ J 

+~( M. e*) >一旦マ10ーが)-mlx2+xi¥xi ~ J ~ D2 + D~ L ¥ ~ ". I ".  J 

C==争 i7+m+e+i7*+m*+♂ >1

C==争ε+♂>1 QE..D 

以上より， マーシャル・ラーナー条件とその代替的安定条件とが消費者および生産

者についての行動仮説から得られた結果を用いることによって同値であることが示さ

れたのである。
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